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む結果として水に対して凹 (油に対して凸)､すなわちco(T)刈 となる (図5).特に
T=Toでは自発的曲率はゼロ､すなわちco(¶=oとなる｡図2に示す相図は上に述べた曲げ
弾性エネルギー模型において､次の値を代入して､二重接線構築を行なうことによって相
境界の位置を計算することができた.すなわち､HLB温度To=305K,Helfrich定数x
=0.027,自発平均曲率の温度依存因子b=0.14×108K-1ml,両親媒子分子長a=15A,膜の無垢
の曲げ弾性定数Ko=kBTd(47(×0.2)である｡図2に示す実線は上の数値を用いて計算した
ものである.この結果は実験からstreyら【7】が求めた温度依存因子の値b=0.1×108K11m-1
と極めて良い一致を示している｡
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